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   Ｇ０６Ｆ   3/0481   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0485   (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５７Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５２Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５６Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のコンピューティングデバイスによってインプリメントされる方法であって：
　ユーザインタフェースにアプリケーションの表示をディスプレイするステップと；
　前記ユーザインタフェースに前記アプリケーションの前記表示の一部としてディスプレ
イされる前記アプリケーションに関連する1つ以上の通知を受信するステップと；
　前記ユーザインタフェースに前記アプリケーションの前記表示の一部として前記通知が
いつどのようにディスプレイされるかを指定する基準を見つけるように、前記アプリケー
ションを実行せずに、前記アプリケーションのマニフェストを検査するステップと；
　前記指定された基準に従って、前記ユーザインタフェースに前記１つ以上の通知を含む
ように、前記アプリケーションの前記表示をディスプレイするステップと；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記表示は、前記アプリケーションをランチするために選択可能である、請求項１記載
の方法。
【請求項３】
　前記通知は、前記通知のコンテキストで前記アプリケーションをランチするように、前
記表示の一部として選択可能である、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記ディスプレイは、前記アプリケーションを実行せずに達成可能である、請求項１記
載の方法。
【請求項５】
　前記検査するステップ及び前記ディスプレイするステップは、前記１つ以上のコンピュ
ーティングデバイスによるオペレーティングシステムの実行によって達成される、請求項
１記載の方法。
【請求項６】
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　前記基準は、前記アプリケーションの表示の一部としてディスプレイするために利用で
きるようにされた前記通知を処理するようにキューが用いられることを指定する、請求項
１記載の方法。
【請求項７】
　前記基準は、前記キューを用いて、記憶するべき前記通知の最大数を指定する、請求項
６記載の方法。
【請求項８】
　前記基準は、前記通知のディスプレイが、前記アプリケーションの表示の一部として許
されるか否かを指定する、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記基準は、前記ユーザインタフェースで前記アプリケーションの前記表示の一部とし
ての前記通知のディスプレイをサイクル的に行うことで、複数の通知が連続的にディスプ
レイされることがイネーブルされるか又はディスエーブルされるか否かを指定する、請求
項１記載の方法。
【請求項１０】
　ウェブサービスの１つ以上のコンピューティングデバイスにおいて、複数の通知を受信
するステップであって、前記複数の通知は、クライアントデバイスのユーザインタフェー
スにおいてアプリケーションのそれぞれの表示の中で、サイクル的なディスプレイの一部
としてディスプレイされる、ステップと；
　前記クライアントデバイスが前記複数の通知を受信することができないとの判断に応じ
て、キュー及び基準を用いて前記複数の通知を処理するステップであって、前記基準は、
その後のクライアントデバイスへの通信のための前記キューに前記複数の通知のいずれが
記憶されるべきかを前記クライアントデバイスによって判断するためにも用いられ、前記
基準は、通知が、いつどのようにディスプレイされるかを指定するマニフェストを検査す
ることにより、クライアントデバイスによって決定することにも用いられる、ステップと
；
　を有する方法。
【請求項１１】
　前記基準は、前記クライアントデバイスにインストールされたアプリケーションに基づ
き判断される、
　請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記基準は、前記クライアントデバイスにインストールされたアプリケーションの少な
くとも１つのインストールマニフェストを検査することによって、又はランタイムのシス
テムファンクションコールを用いることによって判断される、
　請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　前記基準は、前記クライアントデバイスからの前記ウェブサービスで受信された通信を
介して指定される、
　請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　１つ以上のコンピューティングデバイスによってインプリメントされる方法であって、
当該方法は：
　アプリケーションをランチするように選択可能なユーザインタフェースで前記アプリケ
ーションの表示の一部として、ディスプレイされるべき複数の通知を受信するステップで
あって、前記アプリケーションの前記表示は、グラフィカル表現及びテキストをディスプ
レイするための複数のフレームを有する、ステップと；
　前記ユーザインタフェースで前記アプリケーションの前記表示の一部として、いつどの
ように前記複数の通知がディスプレイされるべきかを指定する基準を見つけるように、前
記アプリケーションのマニフェストを検査するステップと；
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　前記複数の通知の順序づけを行う優先度を決定するステップと；
　前記決定された優先度で連続的に、前記ユーザインタフェースで前記アプリケーション
の前記表示の中でサイクル的なディスプレイの一部として、前記複数の通知がディスプレ
イされるようにするステップと；
　を有する方法。
【請求項１５】
　前記優先度は、対応する前記通知が既にディスプレイされたか否かの少なくとも一部に
基づく、
　請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記優先度は、それぞれの前記通知の発信元によりアサインされた値の少なくとも一部
に基づく、
　請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記優先度は、キューの所定のスロットを示すそれぞれの前記通知にアサインされた値
の少なくとも一部に基づく、
　請求項１４記載の方法。
【請求項１８】
　前記受信するステップ、前記検査するステップ、前記決定するステップ、及び前記ディ
スプレイされるようにするステップは、ウェブサービスの一部として前記１つ以上のコン
ピューティングデバイスで達成される、
　請求項１４記載の方法。
【請求項１９】
　前記受信するステップ、前記検査するステップ、前記決定するステップ、及び前記ディ
スプレイされるようにするステップは、クライアントデバイスとして構成された前記１つ
以上のコンピューティングデバイスのオペレーティングシステムによって達成される、
　請求項１４記載の方法。
【請求項２０】
　前記受信するステップ、前記検査するステップ、前記決定するステップ、及び前記ディ
スプレイされるようにするステップは、前記アプリケーションを実行させることなく達成
される、
　請求項１４記載の方法。
【請求項２１】
　コンピュータに、請求項１ないし２０のうちいずれか１項記載の方法を実行させる、
　プログラム。
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